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図1　カニッツア錯視図形．

１． はじめに

　カニッツァ錯視 1）（図１）とは扇形（パックマ

ン）とV字の線画が３個ずつ配置された刺激布置

において，中央の刺激勾配のない領域に，①三角

形の境界が見え，②その三角形が周辺領域より

手前に見え，③周辺領域よりも三角形内部が明る

く見える，という錯視現象である．つまり，カニッ

ツァ錯視は，境界，奥行き変位，明るさ変容とい

う３つの現象特性をもっており，最適条件下で

はこれらがすべて明瞭に観察される．カニッ

ツァ錯視についてはさまざまな研究が行なわれ

てきたが，図形と背景が等輝度で色相差のみで

構成された場合，錯視効果が生じないという議

論がなされてきた 2-7）．しかし，これらの諸研究

では用いられた刺激パターンや現象強度の測定

方法がまちまちであるうえ，錯視が完全に消失

するのか減弱するだけなのかという点がいまだ

はっきりしないという問題が残されている．

　これに関連して，われわれが行った視覚探索課

題実験では，等輝度（赤と緑による）カニッツァ

錯視がポップアウトするという結果を得た 8,9）．

このことから，等輝度カニッツァ錯視パターンに

おいても，視覚情報処理の過程では何らかの錯視

効果が生じていると考えられる．通常の白と黒

によるカニッツァ錯視パターンがポップアウト

することを示した先行研究 10）はあるが，等輝度

カニッツァ錯視がポップアウトすることははじ

めて見いだされた知見であり，現象の成立機序に

おける輝度情報の役割を考える上で興味深い．

　等輝度カニッツァ錯視がポップアウトすると

いう実験結果は，通常の観察事態ではその錯視効

果が著しく減損する（あるいは消失する）という従

来の知見とどのように整合するのであろうか．

この点に関しては以下の２通りの仮説が立てられ

よう．一つ目は，視覚探索課題によって捉えら

れる視覚過程ではカニッツァ錯視が生じている

が，最終的な知覚表象においては錯視効果が失わ

れるというものである．すなわち，視覚過程にお

ける知覚表象の質的変容を仮定するものである．

　二つ目の可能性は，「通常観察時に等輝度カ

ニッツァ錯視が生じない」という知見がそもそ

も正確ではないというものである．前述のよう

に，等輝度カニッツァ錯視が完全に消失するの

かどうかという点については必ずしも明確な結

論が得られているわけではなく，かりに減弱さ

れた錯視効果が生じているとすれば，その効果

が等輝度カニッツァ錯視をポップアウトさせる

に十分なものであったとも考えられる．
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　いずれにしても，これらの仮説の妥当性を評

価する上で，通常観察時の等輝度カニッツァ錯

視に関する基礎データが不十分であることが障

害となっている．そこで本研究では，通常の観察

条件下での等輝度カニッツァ錯視の見え方をあ

らためて検討した．その際，以下の２点にとくに

配慮した．

　第１は測定方法の問題である．これまでのカ

ニッツァ錯視の研究では，あらかじめ定められた

数段階の尺度上で主観的な現象強度を評定させ

る方法が多く取られてきたが，この尺度評定法に

ついては，評定値が尺度中央に偏る傾向があるな

どの問題点が指摘されている4）．そこで本研究で

は，そのようなアーチファクトに煩わされず，見

え方をより正確に結果に反映させることができ

る精神物理学的方法（一対比較法）を採用した．

　第２は現象強度の評価基準の問題である．冒

頭に述べたとおり，本来カニッツァ錯視は複合

的な錯視現象であるが，従来の研究では，「境

界」，「奥行き」，「明るさ」という３側面の現象強

度を総合的に評価させることが多かった．とく

に等輝度カニッツァ錯視を対象とした研究で

は，これらの現象特性を個別に検討したものは

ないが，錯視減損効果の内容をより詳細に分析

する上では「総合的な強度」のみの測定では不十

分である．そこで本研究では，等輝度カニッツァ

錯視の「総合的な強度」に加え，上記の３種類の

個別現象特性の強度をそれぞれ測定することに

より，等輝度カニッツァ錯視の減損効果につい

て多面的な分析を行うこととした．

２．方法

　視力および色覚が健常である４名の成人男女

が被験者となった．

　刺激はカニッツァ型の主観的四角形誘導パター

ン（図２）を用いた．背景を赤，図形（４個のパッ

クマン）を緑とした．赤背景の輝度は13.7 cd/ m2

で固定し，緑図形の輝度を9.3，10.0，10.7，11.4，

12.1，13.7，15.3，16.9，18.5cd/ m2までの９段階

で変化させた．さらに統制図形として，パックマ

ンの L字エッジを外向きに配置したパターンを

加えた．図形の大きさは 2.1°であった．

　これらの刺激は Cambridge Research Systems

VSG 2/5で作成され，暗室内に設置された 21 inch

モニター（EIZO FlexScan T 962）に呈示された．

被験者は頭部を顎台で固定され，視距離 85 cm か

ら刺激を観察した．注視点を挟んだ左右の画面

上に，９条件の刺激図形と統制図形の合わせて

10種類の刺激がランダムに対呈示され，被験者

は一対比較法によって，錯視が強いと感じられ

る側を選択した．その際の判断の基準として，等

輝度カニッツァ錯視の「総合的な強度」，「境

界」，「奥行き」，「明るさ」の４種類を設定した．

10種類の刺激の対呈示の組み合わせによる 100

試行を1ブロックとし，4種類の判断基準それぞ

れにつき 15ブロック，のべ 6000試行を実施し

た．実験は 3ブロックを１セッションとして行

われ，各セッション開始前に10分間のモニター

順応（13.7 cd/ m2のグレー画面）と 25試行の練

習試行が挿入された．

３．結果と考察

　結果は各基準ごとに一対比較法によって尺度

構成した．各刺激の尺度値が高いほど錯視が顕

著に現れたことを示す．図３は等輝度カニッ

ツァ錯視の「総合的な強度」についての判断結果

を示している．カニッツァ図形は，いずれの輝度

条件でも統制図形より高い尺度値を示してい

た．つまり，刺激布置上カニッツァ錯視が生じ得

ない条件とは明らかに異なる効果が生じていた

といえる．この効果の内容をさらに分析するた

め，つぎに３種類の個別現象特性についての結

果を検討する．図2　一対比較刺激．
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　図４は，その他の３つの基準，「境界」，「奥行

き」，「明るさ」についての判断結果を被験者別に

示したものである．それぞれの個別現象につい

ても，１例（被験者 OKの「明るさ」）を除くす

べての条件で，統制条件よりも高い尺度値を示

した．したがって，等輝度条件のカニッツァ錯視

は３種類の個別現象特性の一部が欠けたものと

いうよりは，それらが全体的に減弱されたもの

である可能性が高いと考えられる．ただし，４つ

の判断基準間の関係については被験者によって

ばらつきがみられた．そこで被験者ごとに得ら

れた尺度値間で回帰分析を行い，４つの判断基

準間の関係を調べた．

「総合的な強度」の判断を従属変数，「境界」，

「奥行き」，「明るさ」の判断を独立変数とする回

帰分析の結果を表１に示す．「境界」と「奥行き」

が有意，「境界」と「明るさ」が有意，いずれも

有意でないなど，回帰パターンは被験者によっ

て異なっていた．このことは，複合的な錯視現象

であるカニッツァ錯視では，その総合的な錯視

効果を生じさせる知覚機序において，個別現象

特性の相対的な貢献度が観察者によって異なる

ことを意味する．

　本研究では，精神物理学的測定法を用い，等輝

度カニッツァ錯視の減損効果について個別現象

特性という視点を含めて検討した．実験の結果

から以下の諸点が明らかにされた．①もっとも

錯視効果が弱くなる輝度条件においても，刺激

布置上錯視効果が生じない統制条件を上回る効

果が生じていた．すなわち，図地を等輝度化して

もカニッツァ錯視が完全に消失することはな

かった．②「境界」，「奥行き」，「明るさ」という

（ ）内はｔ値：**1%，*5%

図3 等輝度カニッツァ錯視の「総合的な強度」につい
ての判断結果を表している．横軸は，背景に対す
るパックマンの相対的な輝度差をパーセンテージ
で表し，縦軸は尺度値を表す．横線は，統制条件
の尺度値を示している．

図4 等輝度カニッツァ錯視の「境界」，「奥行き」，「明
るさ」についての判断基準を被験者別に表してい
る．横軸，縦軸は図３と同様である．

表1　被験者別の回帰分析の結果．

contour 

－1.168 
(2.634)* 

.739 
(1.613)  

.514 
(3.453)* 

.776 
(1.516) 

depth 

2.156 
(3.787) ** 

.408 
(2.155)  

－.070 
(－.533)  

－.051 
(－.496)

brightness 

 －.079 
(－.358) 

－.135 
(－.426) 

.648 
(11.908) ** 

 .247 
(.523) 
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個別の現象特性についても，それぞれ統制条件

を上回る効果が生じていた．したがって，等輝度

カニッツァ錯視における減損効果は，３種類の

現象特性の一部が欠けたものというよりは，そ

れらすべてが全体的に減弱したものである可能

性が高い．③錯視の「総合的な強度」に対する個

別現象特性の相対的な貢献度については個人差

が見られた．ただし，この個人差が，視覚情報処

理過程自体のバリエーションによるものか，判

断過程における被験者ごとの重み付けの差異を

反映したものかという点は結論できない．

　等輝度カニッツァ錯視が完全に消失しなかっ

たということから，図地の輝度差（コントラス

ト）はカニッツァ錯視の成立要因ではない，すな

わちこの錯視を導く視覚処理過程の一次駆動に

関わるものではないことが推察される．むしろ

それは，最終的な錯視強度を変化させる調整要

因として副次的な影響を及ぼしているのであろ

う．カニッツァ錯視の一次的な成立要因は刺激

布置そのものであり，図地関係を定義するもの

が輝度差であれ色相差であれ，その刺激布置を

伝える情報が入力されれば錯視を導く視覚処理

過程は駆動されると考えられる．

　カニッツァ錯視の成立機序については，これま

で，明るさ対比を基礎に置いて説明する立場11,12）

と，図地体制化の力動性という視点から説明す

る立場 1,13）との論争が続けられてきた．前者に

とって，従来，図地等輝度化による減損効果は最

大の主張材料としての役を担ってきたが，本研

究結果から，そのような主張の根拠が疑問視さ

れることとなった．ただし，等輝度化がカニッ

ツァ錯視を完全に消失させはしないことが示さ

れた一方で，現象観察的に言えば，それによって

錯視効果が相対的に減弱することもまた明らか

である．この点をさらに追究するためには，等輝

度化による減損効果を，刺激布置の操作（たとえ

ば，十字形等の“自己充足図形”でパターンを構

成する，パックマンに外輪郭を付加する，“ノイ

ズパターン”を付加するなど）による減損効果と

比較する必要があるだろう．
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